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答 申 書（案） 

 

 

 平成28年９月27日付け諮問第3088号をもって諮問された事案について、審議の結果、下記

のとおり答申する。 

 

記 

 

１ 本件、電気通信事業法第 109 条第１項の規定による交付金の額及び交付方法の認可並び

に同法第 110 条第２項の規定による負担金の額及び徴収方法の認可については、認可する

ことが適当と認められる。 

 

２ なお、提出された意見及びそれらに対する当審議会の考え方は、別添のとおりである。 
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「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
制

度
に

基
づ

く
交

付
金

の
額

及
び

交
付

方
法

の
認

可
並

び
に

負
担

金
の

額
及

び
徴

収
方

法
の

認
可

」
に

対
し
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寄

せ
ら

れ
た

意
見

及
び
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ら
に
対
す
る

考
え
方
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成
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８

年
１

１
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１
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日
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通
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行

政
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郵
政

行
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審
議
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 意
見

 
聴

覚
障

が
い
者
等
も
電
話
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ
ス
の

定
義

を
見

直
し
、
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
電
話
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
位

置
づ
け
る
べ
き
。

 

考
え
方

 

○
 
聴

覚
障
害

者
、
盲
ろ
う
者
、
発
話
障
害
の
あ
る
人

な
ど
も
電

話
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー

ビ
ス
の

定
義
を
見
直
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
電

話
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
の

提
供
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

 

IT
U

-
T
の

20
1
4
年

1
1
月
の

M
o
d
e
l 
IC

T
 a

c
c
e
ss

ib
ili

ty
 P

o
lic

y 
R

e
po

rt
の

 
1
0～

1
1
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
障
害
者
を
含

め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
勧

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
障
害

者
権
利

条
約
の
だ

9
条
に
お
い
て
も
通
信

サ
ー
ビ
ス
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

韓
国

や
タ
イ
に
お
い
て
も
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
通
信

の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

問
題

と
し
て
既

に
公
的

に
取

り
組

ま

れ
て
い
ま
す
。

 

前
向

き
な
ご
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

【
日

本
財

団
】  

○
 
障

害
者
権

利
条
約
を
批
准
し
、
障
害
者
差
別

者
解

消
法

の
施

行
に
よ
り
、
交

付
金
の

対
象
に
視

聴
覚

障
害

者
に
対

す
る
通
話
の
補
償
を
す
る
業
務
を
追
加

す
べ
き
と
思

い
ま
す
。

 

高
齢

者
を
含

む
聴
覚
障
害
者
は
、
音
声
の
通

話
が
困

難
で
す
。
欧

米
で
実
施

さ
れ

て
い
る
聴

覚
障

害
者

向

け
の

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
の
た
め
に
、
交

付
金
を
使

う
べ
き
で
す
。

 

障
害

者
権
利

条
約
の
批
准
後
、
障
害
者
差
別

解
消
法

が
施
行

さ
れ

て
い
ま
す
。
通

信
事
業
者

の
通

話
の

ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
化
を
図
る
こ
と
は
通
信

事
業

が
公
益

性
の

観
点

か
ら
義

務
化
に
等

し
い
も
の

で
す
。

 

【
個

人
】  

○
 
今

回
の
パ

ブ
コ
メ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制

度
に
お
け
る
、
徴

収
料
金

の
妥
当

性
等
に
関

す
る
コ
メ
ン

ト
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ
ス
制
度

の
目
的
が

、
日

本
国
民

が
全

国
「
ど
こ
で
も
」電

話
通
信
の
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ

た
制

度
と
し
て
い
る
た
め

と
認

識
さ
れ

ま
す
。

 

し
か

し
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
を
考

え
た
時

、
「
ど
こ
で
も
」に

加
え
て
「誰

で
も
」
電
話

通
信

の
サ

ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
と
い
う
視
点
が
必
要

で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。
具
体

的
に
言

え
ば

、
ろ
う
者

、
難

聴
者

の
聴

覚
障
害

者
さ
ら
に
は
、
視
覚
障
害
者
、
移
動
障

害
者
、
認

知
障

害
を
持
つ
人
達

も
電

話
通

信
の

サ
ー
ビ
ス

が
享

受
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

○
 
我

が
国

の
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ
ス
制

度
は

、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日

本
・
西

日
本

に
よ
る
加

入
電

話
等

の
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
を
、
引

き
続

き
、
地

域
間

格
差

な
く
提

供
す
る
こ
と
を
確

保

す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。

 

○
 
ア
ナ
ロ
グ
電

話
用

設
備

で
あ
る
固

定
端

末
系

伝
送

路
設

備

を
提

供
す
る
電

気
通

信
役

務
は

、
現

行
制

度
に
お
い
て
、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ
ス
交

付
金

の
交

付
に
よ
る
支

援
の

対

象
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

中
に
お
い
て
、
障

害
者

の
方

々
の
通

信
に
つ
い
て
現

行
制

度
に
お
け
る
支

援
が

行
わ

れ
て
い
る
と

こ
ろ
。

 

○
 
支

援
対

象
の

在
り
方

に
つ
い
て
は

、
ＩＰ

化
の

今
後

の
見

通

し
も
踏

ま
え
、
別

途
、
総

務
省

に
お
い
て
、
必

要
に
応

じ
検

討

し
て
い
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の

考
え
方
は
、
す
で
に
世
界
的
に
も
浸
透
し
て
お
り
、

IT
U

-
T
の

2
0
14

年
1
1
月

の
M

o
d
e
l 
IC

T
 

ac
c
e
ss

ib
ili

ty
 P

o
lic

y 
R

ep
o
rt
で
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ

ー
ビ
ス
の

利
用

者
の

定
義

と
し
て
「
”
障

害
者

を
含
む
”

IC
T
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
あ
る
個
人
」（

"
U

se
rs

"
 m

e
an

s 
in

d
iv

id
u
al

s 
w

h
o
 a

re
 c

o
n
su

m
e
rs

 o
f 
IC

T
 

se
rv

ic
e
s,

 i
n
c
lu

d
in

g 
p
e
rs

o
n
s 

w
it
h
 d

is
ab

ili
ti
e
s.

 
）
と
、
利

用
者

の
な
か

に
障

害
者
を
明
記

し
て
い
ま
す
。

 

今
年

4
月

の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
な
ど
障
害

者
を
囲

む
環

境
は
大

き
く
変

化
し
て
お
り
、
今
回

の
パ

ブ
コ
メ
を
契

機
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制
度
の

在
り
方
に
つ
い
て
幅
広

い
観
点

で
検
討

さ
れ

、
諸

外
国

と

同
様

に
持

続
可
能
な
あ
る
べ
き
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
制

度
を
国

と
し
て
構

築
す
る
こ
と
を
強

く
要

望
す
る
も

の
で
す
。

 

【
個

人
】 
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申 請 概 要 

 

１ 申請者 

 

一般社団法人電気通信事業者協会(会長 鵜浦博夫) 

 (基礎的電気通信役務支援機関、以下「支援機関」という。） 

 

２ 申請年月日 

 

平成 28年９月 16日 

 

３ 申請の概要 

 

支援機関が、ユニバーサルサービス制度に基づく交付金及び負担金につ

いて次の認可を受けようとするもの。 

 

① 電気通信事業法（以下「法」という。）第 109条第１項の規定に基づ

き、東日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ東日本」という。）及び

西日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ西日本」という。）に交付す

る交付金の額及び交付方法 

 

② 法第 110 条第２項の規定に基づき、負担金を納付すべき各接続電気

通信事業者等の負担金の額及び徴収方法  
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３ ①法第 109条第１項の規定に基づく交付金の額及び交付方法 

  

ア 交付金の額 

 

支援機関は、基礎的電気通信役務の提供に係る交付金及び負担金算定等規

則（以下「算定規則」という。）第５条第１項に基づき、交付金の額を算定。 

 

(１) 補填対象額 

 

 ＮＴＴ東日本 ＮＴＴ西日本 
ＮＴＴ東日本・ 

西日本合計 

加入電話に係る加入者回線（基本料） ２０．５億円 １０．９億円 ３１．４億円 

加入電話に係る緊急通報 ０．３億円 ０．２億円 ０．６億円 

第一種公衆電話に係るもの １９．５億円 １７．８億円 ３７．３億円 

合 計※ ４０．４億円 ２８．９億円 ６９．３億円 

※ 数値は表示単位未満を四捨五入しているため、合計の数値と内訳の計については一致しない場合がある。 

 

注 ＮＴＴ東日本及びＮＴＴ西日本は平成 26 年度決算において特別損失としてＰＣＢ（ポ

リ塩化ビフェニル）廃棄に係る環境対策引当金繰入額を計上しており、このうち基礎的電

気通信役務に係る費用を算入した原価を用いて算定している。 

このため、算定規則第３条ただし書の規定に基づく許可申請が本件申請と併せ行われ

ている。 

 

（参考）ＮＴＴ東日本及びＮＴＴ西日本の平成 27年度基礎的電気通信役務収支表 

 NTT東日本 NTT西日本 

収益 費用 営業利益 収益 費用 営業利益 

加入電話 2,176億円 2,548億円 ▲372億円 2,206億円 2,617億円 ▲411億円 

 基本料 2,176億円 2,546億円 ▲369億円 2,206億円 2,614億円 ▲408億円 

 緊急通報 - 3億円 ▲3億円 - 3億円 ▲3億円 

第一種公衆電話 6億円 24億円 ▲18億円 3億円 18億円 ▲15億円 

計 2,182億円 2,572億円 ▲390億円 2,210億円 2,636億円 ▲426億円 
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(２) 各適格電気通信事業者に対する交付金の額の算定 

 

○ＮＴＴ東日本に対する交付金の額 

＝ ４０．４億円 － ＮＴＴ東日本の算定自己負担額※ 

 

○ ＮＴＴ西日本に対する交付金の額 

＝ ２８．９億円 － ＮＴＴ西日本の算定自己負担額※ 

 

※ ＮＴＴ東日本及びＮＴＴ西日本を接続電気通信事業者等とみなし、算定規則第 27 条第

１項及び第２項の規定を適用して負担金の額を算定した場合の負担額。 

 

 

イ 交付方法 

 

(１) 交付手段 

 

銀行振込（振込手数料は、支援機関が負担。） 

 

(２) 交付金の額の通知 

 

接続電気通信事業者等が算定対象電気通信番号を利用した月から３ヶ

月後の末日までに、支援機関が各適格電気通信事業者に対して交付金額の

通知を行う。 

 

(３) 交付金の交付期限 

 

交付金の額を通知した月の翌月までに、支援機関が各適格電気通信事業

者に対して交付金を交付する。 

 

(４) 各月の各適格電気通信事業者に対する交付金の額の計算方法   

 

各月の接続電気通信事業者等が納付する負担金の合計額に、当該適格電

気通信事業者に係る補填対象額及び支援業務費の合計額に占める当該適

格通信事業者に係る補填対象額の割合を乗じる。 

 

(５) 交付金の交付の特例 

 

交付金の交付期限までに、負担金を納付すべき接続電気通信事業者等に
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つき、算定規則第 22 条第１項各号（会社更生法の適用等）に規定する事

由が生じた場合、同項の規定に基づき、交付金を減額することができる。

ただし、当該事由の発生した接続電気通信事業者等から負担金の額の全部

又は一部が納付された場合には、同条第２項の規定に基づき案分して算定

した額を交付金として速やかに適格電気通信事業者に交付する。 

 

(６) 支援機関の交付金の交付に係る銀行口座のセキュリティ対策 

 

支援機関の交付金の交付に係る銀行口座については、預金額の全額保障、

振込先の限定等のセキュリティ対策を講ずるものとする。 
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３② 法第 110条第２項の規定に基づく負担金の額及び徴収方法  

 

ア 負担金の額 

 

支援機関は、算定規則第 27 条第１項及び第２項に基づき、各接続電気通

信事業者等 ※１の負担金の額を算定（適格電気通信事業者別に算定し、次の

（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）の合計額。）。 

 

(ａ)最終算定月前月までの負担金の額 

   当該接続電気通信事業者等の平成 29 年１月（予定）末～最終算

定月の前月（平成 29年 11月（予定））の月末の算定対象電気通信

番号の総数に番号単価※２を乗じた額 

 

(ｂ)最終算定月の負担金の額 

   全接続電気通信事業者等から平成 29 年中に徴収すべき額（補填

対象額に支援業務費を加えた額）から、最終算定月前月までに納

付した全接続電気通信事業者等の負担金及び算定自己負担額の合

計額（前年度残余額も含む。）を控除した額に、接続電気通信事業

者等ごとの最終算定月の月末の算定対象電気通信番号の数が全接

続電気通信事業者等の算定対象電気通信番号の総数に占める割合

を乗じた額 

 

(ｃ)当該接続電気通信事業者等の前年度残余額 
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(※１) 前年度の電気通信事業収益が10億円を超え、かつ、加入電話との相互接続通話を提供する電気

通信事業者（平成28年８月末現在 23社）。 

 

(※２) 番号単価は平成18年総務省告示第429号に従って支援機関が算定。補填対象額、支援業務費（平

成 28 年度中の費用額（平成 28 年３月に認可）に前年度の次期繰越収支差額を差し引いた額）、

前年度過不足額を合算した額を平成 28 年の予測算定対象電気通信番号の総数で除した額を合算

番号単価とし、合算番号単価を適格電気通信事業者の補填対象額の割合で案分したものを番号単

価とする。 

①合算番号単価 ＝ 

（ＮＴＴ東西の補填対象額の合計額＋支援業務費－予測前年度過不足額） 

 平成29年の予測算定対象電気通信番号の総数 

 

＝  
（６９．３億円 ＋ ０．７億円 － １．３億円)  

 
２９.１億番号 

 
＝ 2.363… 円 ⇒ ２円（整数未満四捨五入） 

 
 

②ＮＴＴ東日本 

に係る番号単価 
＝ 合算番号単価 × 

ＮＴＴ東日本の補填対象額 

ＮＴＴ東西の補填対象額の合計額 

＝ ２円     × ４０．３億円 

６９．３億円 

＝ 1.165067341… 円   ⇒ 1.16506734 円（小数点以下８位未満四捨五入） 

 

③ＮＴＴ西日本 

に係る番号単価  
＝ 合算番号単価 × ＮＴＴ西日本の補填対象額 

ＮＴＴ東西の補填対象額の合計額 

＝２円      × ２８．９億円 

６９．３億円 

   ＝ 0.834932658… 円  ⇒ 0.83493266 円（小数点以下８位未満四捨五入） 

 

 上記番号単価は、平成29年１月～６月の各月末の算定対象電気通信番号に適用。同年７月以降

の各月末の算定対象電気通信番号に提供する番号単価については、算定対象電気通信番号の総数

の増減の見込み等を勘案して見直しを行う予定。 

（※）現時点では、最終算定月が平成 30年３月になる見込みであり、算定規則第 27条第１項

にある告示に従って、同年７月以降の番号単価を見直すこととなる。 
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イ 徴収方法 

 

(１) 納付手段 

 

銀行振込（振込手数料は、接続電気通信事業者等が負担。） 

 

(２) 負担金の額の通知 

 

接続電気通信事業者等が算定対象電気通信番号を利用した月の３ヶ月

後に以下の事項を支援機関が接続電気通信事業者等に通知。 

 

① 毎月の負担金の額（番号単価に算定対象電気通信番号数を乗じた額） 

② 負担金の納付期限   

③ 負担金を納付する口座名義・口座番号 

   

(３) 負担金の納付期限 

 

接続電気通信事業者等が算定対象電気通信番号を利用した月の３ヶ月

後の 25日までとする。 

 

(４) 延滞金の納付 

 

納付期限の翌日から納付する日までの日数に、１万分の４の割合を乗じ

た延滞金を納付。 

 

(５) 支援機関の負担金の徴収に係る銀行口座のセキュリティ対策 

 

支援機関の負担金の徴収に係る銀行口座については、預金額の全額保障、

振込先の限定等のセキュリティ対策を講ずるものとする。 
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審 査 結 果 

 
電気通信事業法関係審査基準（平成 13 年 1月 6日総務省訓令第 75号。以下「審査基準」という。）の

規定に基づき、以下のとおり審査を行った結果、認可することが適当と認められる。 

 

① 電気通信事業法（昭和 59 年法律第 86 号。以下「法」という。）第 109 条第１項の規定による交付

金の額及び交付方法の認可に係る審査 

審 査 事 項 
審査

結果 
理  由 

１ 交付金の額が算定規則第５条の

規定に照らし、妥当なものである

こと。（審査基準第 24条(1)） 

適 交付金の額は、基礎的電気通信役務の提供に係る交付

金及び負担金算定等規則（平成 14年総務省令第 64号。

以下「算定規則」という。）第５条第１項に定める方法

に従って補填対象額から各適格電気通信事業者の算定

自己負担額を控除した額としており、妥当なものである

と認められる。 

 

補填対象額は、適格電気通信事業者である東日本電信

電話株式会社（以下「ＮＴＴ東日本」という。）及び西

日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ西日本」という。）

のそれぞれの営業、保守等の業務及び電気通信設備の費

用に基づき、算定規則第５条、第 15条及び第 19条に定

める方法に従って算定していることから、妥当なもので

あると認められる。 

なお、当該算定に「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正

な処理の推進に関する特別措置法（平成 13 年法律第 65

号。以下「特別措置法」という。）」に関連した特別損失

（環境対策引当金繰入額）を計上するため、算定規則第

３条ただし書に定める許可申請が本申請と併せて行わ

れており、別記のとおりであることから、当該算定は妥

当なものであると認められる。 

ＮＴＴ東日本及びＮＴＴ西日本に対する交付金の額

は、算定規則第５条第３項に定めるとおり、平成 27 年

度の基礎的電気通信役務収支における営業費用の合計

額から営業収益の合計額を控除して得た額を下回るこ

とから、妥当なものであると認められる。 

 

２ 交付金を適格電気通信事業者に

交付する時期及び交付する手段が

適正かつ明確に定められているこ

と。（審査基準第 24 条(2)） 

適  交付する時期（交付期限）及び交付手段（交付金の額

の通知、各月の交付金の額の計算方法、交付金の交付の

特例及び交付金の交付に係る銀行口座のセキュリティ

対策）について、適正かつ明確に定められていることか

ら、妥当であると認められる。 

３ 前各号に掲げるもののほか、基礎

的電気通信役務の適切、公平かつ安

定的な提供を阻害するものでない

こと。（審査基準第 24条(3)） 

適 本件申請において、基礎的電気通信役務の適切、公平

かつ安定的な提供を阻害する内容はないと認められる。 
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② 法第 110条第２項の規定による負担金の額及び徴収方法の認可に係る審査 

審 査 事 項 
審査

結果 
事  由 

１ 負担金の額が算定規則第 27条の

規定に照らし、妥当なものである

こと。（審査基準第 25条(1)） 

適 負担金の額は、算定規則第 27 条第１項及び第２項に

定める方法に従って、最終算定月前月までの各月の負担

金の額、最終算定月の負担金の額及び前年度残余額を合

算した額としており、妥当なものであると認められる。 

 

算定規則第 27 条第１項で定める番号単価は、平成 18

年総務省告示第 429号に基づき補填対象額、支援機関の

支援業務に係る費用（以下「支援業務費」という。）の

額及び前年度過不足額の合計額を平成 29 年中の予測算

定対象電気通信番号の総数で除して算定しており、妥当

なものであると認められる。 

 

補填対象額は、ＮＴＴ東日本とＮＴＴ西日本のそれぞ

れの営業、保守等の業務及び電気通信設備の費用に基づ

き、算定規則第５条、第 15条及び第 19条に定める方法

に従って算定していることから、妥当なものであると認

められる。 

なお、当該算定において、特別措置法に関連した特別

損失（環境対策引当金繰入額）を計上するため、算定規

則第３条ただし書に定める許可申請が本申請と併せて

行われており、別記のとおりであることから、当該算定

は妥当なものであると認められる。 

 

支援業務費の額は、平成 28 年度の収支予算額（平成

28年３月認可済み）から前年度の支援業務費の繰越額を

減じた額としており、妥当なものであると認められる。 

 

２ 負担金を接続電気通信事業者等

が納付する時期及び納付する手段

が適正かつ明確に定められている

こと。（審査基準第 25条(2)） 

適 納付する時期（納付期限）及び納付手段（負担金の額

の通知、延滞金の納付及び負担金の徴収に係る銀行口座

のセキュリティ対策）について、適正かつ明確に定めら

れていることから、妥当であると認められる。 

３ 前各号に掲げるもののほか、基礎

的電気通信役務の適切、公平かつ安

定的な提供を阻害するものでない

こと。（審査基準第 25条(3)） 

適 本件申請において、基礎的電気通信役務の適切、公平

かつ安定的な提供を阻害する内容はないと認められる。 

 

（別記） 

特別損失（環境対策引当金繰入額）の扱いについて 

環境対策引当金繰入額は、ＮＴＴ東日本及びＮＴＴ西日本に課せられた法的責務を果たすために

必要な原資となるものであり、ＮＴＴ東日本及びＮＴＴ西日本が提供する全ての電気通信役務に費

用配賦して回収すべき費用であることを踏まえれば、基礎的電気通信役務を提供するために要する

費用であること、基礎的電気通信役務に関連する費用の算定が適切に行われていること等から補填

対象額に算入することは妥当なものであると認められる。このことから、総務省は算定規則第３条

ただし書に定める許可申請について許可を行う予定である。 
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